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町の人口 ７月１日現在

34,217人（＋2人）
（住民基本台帳人口＋外国籍人口）

世帯数…13,607（＋2）

広
報
は
り
ま

発
行
／
播
磨
町
役
場
　
〒
６
７
５
－
０
１
８
２
（
個
別
番
号
）
　
兵
庫
県
加
古
郡
播
磨
町
東
本
荘
１
丁
目
５
番
30号
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
 ０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
５
　
 Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
７
９
（
４
３
５
）
０
６
０
９
　
  編
集
／
企
画
グ
ル
ー
プ
　
印
刷
／
明
光
印
刷

2010

男…16,807人（＋1人）
女…17,410人（＋1人）
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オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
は
古
代
語
で
「
大
中
村
」
の
意
。

国
指
定
史
跡
「
大
中
遺
跡
」
の
最
新
の
調
査
を
も
と
に
、
様
々
な
観
点
か
ら

ふ
る
さ
と
の
誇
れ
る
遺
跡
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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さ
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は
っ

け
ん

播磨町マスコットキャラクター
いせきくん、やよいちゃん

影：乗算+不透明度80%+ぼかし1.5mm+移動 左0.5mm 下1mm 右0.5mm

５
「
弥
生
語
」
は
秘
密
の
呪
文

や  

よ
い  

ご

ひ  

み
つ

じ
ゅ 

も
ん

郷土資料館の展示
室で

弥生語が聞けます

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
大
中
遺
跡
に
住

ん
で
い
た
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た
「
弥
生
語
（
古
代
の
こ

と
ば
）」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て

古
代
の
こ
と
ば
を
再
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
の
長お
さ

田だ

夏な
つ

樹き

先
生
（
故

人
）
が
古
事
記
や
万
葉
集
な
ど
の
表
現
法
や
発
音
を
も
と

に
研
究
さ
れ
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
ず
、
現
代
語

を
奈
良
時
代
や
そ
れ
以
前
に
使
わ
れ
て
い
た
「
上
じ
ょ
う
だ
い代
日
本

語
」
に
直
し
ま
す
。
上
代
日
本
語
は
、
当
時
の
話
し
こ
と

ば
で
、
古
事
記
や
万
葉
集
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
次
に
、
上
代
日
本
語
を
「
弥
生
語
」
に
直
し
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
身
近
な
例
文
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
大
中
村
は  

楽
し
い
ム
ラ
だ
（
現
代
語
）

②
お
ほ
な
か
む
ら
は  

た
の
し
き  

さ
と
な
り
（
上
代
日
本
語
）

③
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
パ  

タ
ノ
ツ
ィ
キ  

ツ
ァ
ト
ナ
リ
（
弥
生
語
）

　

こ
れ
を
み
る
と
、
各
時
代
で
表
現
方
法
や
発
音
が
か
な

り
異
な
り
、
変
化
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。「
弥

生
語
」
に
は
、
そ
う
簡
単
に
直
せ
ま
せ
ん
が
、
特
徴
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
は
、
例
文
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
弥
生
語
」
に

は
「
ハ
行
」
が
な
く
、「
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
」
は
「
パ
ピ
プ
ペ
ポ
」

に
な
り
ま
す
。
サ
行
は
、「
ツ
ァ 

ツ
ィ 

ツ
ゥ 

ツ
ェ 

ツ
ォ
」

と
舌
で
発
音
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
海
」
は
「
ウ
ミ
」、「
魚
」
は
「
ウ
ウ
ォ
」
と

発
音
し
、
現
代
語
と
変
わ
ら
な
い
表
現
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
何
回
も
声
に
出
し
て
発
音
し
て
み
る
と
、
う
な
ず

け
る
表
現
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
木
に 

登
っ
て 

遊

ぼ
う
」
は
、「
ク
ィ
ニ 

ノ
ム
ボ
リ
テ
ィ 

ア
ツ
ォ
ム
ブ
ン
」

で
す
が
、「
遊
ぼ
う
」
を
現
代
風
に
「
ア
ツ
ォ
ボ
ゥ
」
と

表
記
す
れ
ば
、
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

　

資
料
館
の
展
示
室
に
あ
る
「
弥
生
語
」
は
、
播
磨
町
の

小
学
生
に
よ
っ
て
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時

を
ふ
り
返
り
、
長
田
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
「
男
の
子
は
、
最
初
は
ひ
ど
く
と
ま
ど
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
弥
生
語
に
慣
れ
て
く
る
と
、
秘
密
の
呪
文
を
習
っ

て
い
る
気
分
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
う
ち
、
少
年
は
顔

を
輝
か
せ
て
弥
生
語
を
操
っ
て
い
た
。
教
え
る
わ
た
し
も

つ
ら
れ
て
、
浮
き
浮
き
し
た
気
分
だ
っ
た
」

　
「
弥
生
語
」
に
は
、
不
思
議
な
魔
力
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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